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(57)【要約】
【課題】肌荒れがある肌であっても、粉っぽくならず、なめらかな仕上がりが得られ、色
ムラに対するカバー力も十分な水中油型乳化化粧料を提供する。
【解決手段】次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）トリメチルシロキシケイ酸　０．０５～２０質量％、
（Ｂ）ポリアクリルアミド化合物　０．１～５質量％、
（Ｃ）疎水化処理された着色顔料　０．０５～３０質量％、
（Ｄ）体積平均粒子径１～３０μｍの球状粉体　０．０５～３０質量％
を含有する水中油型乳化化粧料。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）トリメチルシロキシケイ酸　０．０５～２０質量％、
（Ｂ）ポリアクリルアミド化合物　０．１～５質量％、
（Ｃ）疎水化処理された着色顔料　０．０５～３０質量％、
（Ｄ）体積平均粒子径１～３０μｍの球状粉体　０．０５～３０質量％
を含有する水中油型乳化化粧料。
【請求項２】
　成分（Ｃ）に対する成分（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ｃ）が、０．０１～１０である請
求項１記載の水中油型乳化化粧料。
【請求項３】
　成分（Ｃ）の疎水化処理が、シリコーン処理である請求項１又は２記載の水中油型乳化
化粧料。
【請求項４】
　成分（Ｂ）が、アクリル酸塩とアクリロイルジメチルタウリン塩との共重合体を含む請
求項１～３のいずれか１項記載の水中油型乳化化粧料。
【請求項５】
　成分（Ｄ）に対する成分（Ｃ）の質量割合（Ｃ）／（Ｄ）が、０．１～５０である請求
項１～４のいずれか１項記載の水中油型乳化化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水中油型乳化化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、さっぱりとしてみずみずしく、優れた使用感を得るため、アクリルアミド系ポリ
マーを用いた水中油型乳化化粧料が検討されている。
　例えば、特許文献１には、（アクリル酸Ｎａ／アクリロイルジメチルタウリンＮａ）コ
ポリマー、ジェランガム、電解質、油剤を含有する水中油型化粧料が、安定性に優れ、肌
なじみや滑らかな伸びの使用感にも優れることが記載されている。また、特許文献２には
、寒天、アクリル酸アミド系水溶性増粘剤、油剤を含有する水中油型乳化固形化粧料が、
みずみずしく清涼感のある使用性で、肌への密着性が高く滑らかな使用感であることが記
載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－１９０８３５号公報
【特許文献２】特開２０１４－１１８３８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、乾燥による鱗屑などの肌荒れがある場合、水中油型乳化化粧料を塗布す
ると、仕上がりが粉っぽくなり、なめらかな仕上がりが得られないという課題があった。
特に、鱗屑のある肌においては、水中油型乳化化粧料を塗布すると、鱗屑部分に水中油型
乳化化粧料がたまり、鱗屑部分が粉っぽく見えてしまい、また、鱗屑部分が水中油型乳化
化粧料を付けたことで肌から浮き上がって目立つため、なめらかな仕上がりに見えにくか
った。さらに、色ムラに対するカバー力も十分ではなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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　本発明者は、ポリアクリルアミド化合物と、トリメチルシロキシケイ酸、疎水化処理さ
れた着色顔料及び特定粒子径の球状粉体を組合わせて用いることにより、肌荒れがある肌
であっても、仕上がりが粉っぽくならず、なめらかな仕上がりで、色ムラに対するカバー
力も十分な水中油型乳化化粧料が得られることを見出した。
【０００６】
　本発明は、次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）トリメチルシロキシケイ酸　０．０５～２０質量％、
（Ｂ）ポリアクリルアミド化合物　０．１～５質量％、
（Ｃ）疎水化処理された着色顔料　０．０５～３０質量％、
（Ｄ）体積平均粒子径１～３０μｍの球状粉体　０．０５～３０質量％
を含有する水中油型乳化化粧料に関する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の水中油型乳化化粧料は、乾燥による鱗屑などの肌荒れがある場合であっても、
鱗屑部分に水中油型乳化化粧料がたまりにくいため、粉っぽくならず、また、水中油型乳
化化粧料が肌から浮き上がって見えるのを抑制することにより、なめらかな仕上がりが得
られ、色ムラに対するカバー力も向上したものである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明で用いる成分（Ａ）のトリメチルシロキシケイ酸としては、シロキサン構造を主
骨格とした架橋構造を持つ化合物で、［（ＣＨ3）3ＳｉＯ1/2］Ｓ［ＳｉＯ2］Ｔで表され
るもの（Ｓは１～３、Ｔは０．５～８）が好ましい。
　また、トリメチルシロキシケイ酸は、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、
重量平均分子量が１０００～１００００のものが好ましく、２０００～９０００のものが
より好ましく、３０００～６０００のものがさらに好ましい。
【０００９】
　また、その性状は、２５℃で液状、ガム状、ペースト状、固体状などのいずれでも良い
が、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、固体状のものが好ましい。
　また、成分（Ａ）としては、固体の状態でも、溶剤に溶解した状態でも使用することが
できる。溶剤に溶解した状態で使用する場合、溶剤としては、シリコーン油、炭化水素油
が挙げられ、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、メチルトリメチコン、ジメ
チルポリシロキサン（２ｃｓ）、ジメチルポリシロキサン（６ｃｓ）、オクタメチルシク
ロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、イソドデカンから選ばれる１
種又は２種以上が好ましく、メチルトリメチコン、ジメチルポリシロキサン（２ｃｓ）、
デカメチルシクロペンタシロキサンから選ばれる１種又は２種以上がより好ましく、ジメ
チルポリシロキサン（２ｃｓ）、デカメチルシクロペンタシロキサンから選ばれる１種又
は２種以上がさらに好ましく、デカメチルシクロペンタシロキサンがよりさらに好ましい
。
【００１０】
　トリメチルシロキシケイ酸としては、化粧品表示名称「トリメチルシロキシケイ酸」（
ＩＮＣＩ名称「Trimethylsiloxysilicate」）が好ましく、固体状で使用するものとして
は、ＳＲ１０００（モメンティブ社製）等の市販品を用いることができる。また、予め溶
剤に溶解させたものとしては、ＫＦ－７３１２Ｔ（６０質量％メチルトリメチコン溶液）
、ＫＦ－７３１２Ｌ（５０％ジメチルポリシロキサン（２ｃｓ）溶液）、ＫＦ－７３１２
Ｊ（５０質量％デカメチルシクロペンタシロキサン溶液）、ＫＦ－７３１２Ｋ（５０質量
％ジメチルポリシロキサン（６ｃｓ）溶液）（以上、信越化学工業社製）等の市販品を用
いることができる。
【００１１】
　成分（Ａ）は、１種又は２種以上を用いることができ、含有量は、粉っぽさを低減し、
なめらかな仕上がり、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、全組成中に０．０
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５～２０質量％であり、０．１～１５質量％が好ましく、０．５～８質量％がより好まし
く、１～６質量％がさらに好ましい。
【００１２】
　成分（Ｂ）のポリアクリルアミド化合物は、アクリルアミド及びそれらの誘導体のホモ
ポリマー及びコポリマーの群から選ばれる１種又は２種以上のポリマーである。ポリアク
リルアミド化合物には、ポリアクリルアミド、アクリルアミドコポリマーが含まれる。ア
クリルアミドコポリマーとしては、アクリルアミド及び／又はアクリロイルジメチルタウ
リンを構成単位として含むコポリマーが挙げられる。
　成分（Ｂ）のポリアクリルアミド化合物としては、通常の化粧料に用いられるもので、
例えば、
ポリアクリルアミド、
アクリルアミドとアクリル酸（塩）との共重合体、
アクリル酸（塩）とアクリロイルジメチルタウリン（塩）との共重合体、
アクリル酸ヒドロキシアルキルとアクリロイルジメチルタウリン（塩）との共重合体、
アクリル酸（塩）と、アクリル酸アミドと、アクリル酸（塩）と、アクリロイルジメチル
タウリン（塩）との共重合体、
２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸（塩）と、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリ
ルアミドと、ラウリルメタクリレートと、ラウロキシポリエチレングリコールモノメタク
リレート（４ＥＯ）との共重合体等が挙げられる。
【００１３】
　成分（Ｂ）のポリアクリルアミド化合物としては、粉っぽさを低減し、なめらかな仕上
がり、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、ポリアクリルアミド、アクリル酸
（塩）とアクリロイルジメチルタウリン（塩）との共重合体、アクリル酸ヒドロキシアル
キルとアクリロイルジメチルタウリン（塩）との共重合体が好ましく、アクリル酸（塩）
とアクリロイルジメチルタウリン（塩）との重合体、アクリル酸ヒドロキシアルキルとア
クリロイルジメチルタウリン（塩）との共重合体がより好ましく、アクリル酸（塩）とア
クリロイルジメチルタウリン（塩）との共重合体がさらに好ましい。
【００１４】
　本発明の水中油型乳化化粧料は、なめらかな仕上がりを向上させる観点から、成分（Ｂ
）中のアクリル酸（塩）とアクリロイルジメチルタウリン（塩）との共重合体の含有割合
が、６０質量％以上であるのが好ましく、７０質量％以上がより好ましく、９０質量％以
上がさらに好ましく、１００質量％であることがよりさらに好ましい。
【００１５】
　成分（Ｂ）のポリアクリルアミド化合物のうち、ポリアクリルアミドとしては、具体的
には、ＳＥＰＩＧＥＬ ３０５（ＳＥＰＰＩＣ社製）等が挙げられる。
　アクリルアミドとアクリル酸（塩）との共重合体としては、アクリルアミド／アクリル
酸アンモニウム）コポリマーが挙げられ、具体的には、ＳＥＰＩＰＬＵＳ ２６５（ＳＥ
ＰＰＩＣ社製）等が挙げられる。
【００１６】
　アクリル酸（塩）とアクリロイルジメチルタウリン（塩）との共重合体としては、（ア
クリル酸Ｎａ／アクリロイルジメチルタウリンＮａ）コポリマーが挙げられ、具体的には
、ＳＩＭＵＬＧＥＬ ＥＧ（ＳＥＰＰＩＣ社製）等が挙げられ；
アクリル酸ヒドロキシアルキルとアクリロイルジメチルタウリン（塩）との共重合体とし
ては、（アクリル酸ヒドロキシエチル／アクリロイルジメチルタウリンＮａ）コポリマー
が挙げられ、具体的には、ＳＩＭＵＬＧＥＬ ＦＬ、ＳＩＭＵＬＧＥＬ ＮＳ、ＳＥＰＩＰ
ＬＵＳ Ｓ、ＳＥＰＩＮＯＶ ＥＭＴ １０（以上、ＳＥＰＰＩＣ社製）等が挙げられ；
アクリル酸（塩）と、アクリル酸アミドと、アクリル酸（塩）と、アクリロイルジメチル
タウリン（塩）との共重合体としては、ポリアクリレート－１３が挙げられ、具体的には
、ＳＥＰＩＰＬＵＳ ４００（ＳＥＰＰＩＣ社製）等が挙げられ；
２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸（塩）と、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリ
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ルアミドと、ラウリルメタクリレートと、ラウロキシポリエチレングリコールモノメタク
リレート（４ＥＯ）の共重合体としては、ポリアクリレートクロスポリマー６が挙げられ
、具体的には、ＳＥＰＩＭＡＸ ＺＥＮ（ＳＥＰＰＩＣ社製）が挙げられる。
【００１７】
　成分（Ｂ）は、１種又は２種以上を用いることができ、含有量は、粉っぽさを低減し、
なめらかな仕上がり、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、全組成中に０．１
～５質量％であり、０．１５～３質量％が好ましく、０．４～１．５質量％がより好まし
い。
【００１８】
　本発明において、成分（Ｂ）に対する成分（Ａ）の質量割合（Ａ）／（Ｂ）は、粉っぽ
さを低減し、なめらかな仕上がり、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、０．
１～３０が好ましく、０．７～１８がより好ましく、２～１０がさらに好ましい。
【００１９】
　本発明で用いる成分（Ｃ）は、疎水化処理された着色顔料である。
　着色顔料としては、通常の化粧料に用いられるもので、例えば、酸化チタン、酸化セリ
ウム、酸化アルミニウム、黄酸化鉄、黒酸化鉄、ベンガラ、紺青、群青、酸化クロム、水
酸化クロム等の金属酸化物、マンガンバイオレット、チタン酸コバルト等の金属錯体、更
にカーボンブラック等の無機顔料；タール系色素、レーキ顔料等の有機顔料、カルミン等
の天然色素などが挙げられる。
　着色顔料としては、肌をきれいなメイクアップ効果で仕上げる観点から、酸化チタン、
黄酸化鉄、黒酸化鉄、ベンガラから選ばれる少なくとも１種又は２種以上を含むのが好ま
しく、酸化チタン、黄酸化鉄、黒酸化鉄、ベンガラから選ばれる少なくとも１種又は２種
以上を含むのがさらに好ましい。
【００２０】
　これらの着色顔料の疎水化処理としては、シリコーン処理、フッ素処理、脂肪酸処理、
Ｎ－アシルアミノ酸処理等が挙げられる。シリコーン処理としては、メチルハイドロジェ
ンポリシロキサン処理、ジメチルポリシロキサン処理、アルキルアルコキシシラン処理等
が挙げられ、フッ素処理としては、パーフルオロアルキルリン酸エステル処理、パーフル
オロアルキルアルコキシシラン処理等が挙げられ、脂肪酸処理としては、ステアリン酸処
理、ミリスチン酸処理等が挙げられ、Ｎ－アシルアミノ酸処理としては、ラウロイルリジ
ン処理、ジラウロイルグルタミン酸リシンＮａ処理、ステアロイルグルタミン酸２Ｎａ処
理、ラウロイルアスパラギン酸Ｎａ処理等が挙げられる。
　疎水化処理としては、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、シリコーン処理
、Ｎ－アシルアミノ酸処理が好ましく、シリコーン処理がより好ましく、メチルハイドロ
ジェンポリシロキサン処理、ジメチルポリシロキサン処理、アルキルアルコキシシラン処
理がさらに好ましく、メチルハイドロジェンポリシロキサン処理、アルキルアルコキシシ
ラン処理がよりさらに好ましく、メチルハイドロジェンポリシロキサン処理が一層好まし
い。なお、疎水化処理された着色顔料を用いる場合、成分（Ｃ）の含有量は、疎水化処理
した剤を含めての質量を意味する。
【００２１】
　成分（Ｃ）は、１種又は２種以上を用いることができ、粉っぽさを低減し、なめらかな
仕上がり、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、含有量は、全組成中に０．０
５～３０質量％であり、０．１～２０質量％が好ましく、０．５～１５質量％がより好ま
しく、１～８質量％がさらに好ましい。
【００２２】
　本発明において、成分（Ｃ）に対する成分（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ｃ）は、粉っぽ
さを低減し、なめらかな仕上がり、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、０．
０１～１０が好ましく、０．０３～４がより好ましく、０．１５～０．６がさらに好まし
い。
【００２３】
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　成分（Ｄ）は、体積平均粒子径１～３０μｍの球状粉体である。成分（Ｄ）は、成分（
Ｃ）を含まない。
　成分（Ｄ）の球状粉体は、体積平均粒子径１～３０μｍのものであり、なめらかな仕上
がりを向上させる観点から、体積平均粒子径１．５～２０μｍが好ましく、２～１０μｍ
がより好ましい。その形状は、真球、略球状、回転楕円体を含み、表面に凹凸がある球状
粉体等であっても良い。
　本発明において、体積平均粒子径は、レーザー回折散乱粒度分布測定器（セイシン企業
社製、ＬＭＳ－３５０）により測定される。また、本発明において、体積平均粒子径とは
、体積基準の平均粒子径であり、５０％メジアン径とする。
【００２４】
　成分（Ｄ）の球状粉体としては、通常の化粧料に用いられるものであれば制限されず、
またこれらの球状粉体に、通常の方法により着色顔料、色素、染料、金属イオン等を被覆
、内包処理し、着色したものであってもよい。
　かかる球状粉体としては、例えば、球状シリカ、球状アルミナ、球状チタニア等の無機
球状粉体；ポリメチルシルセスキオキサン等の球状シリコーン樹脂、球状ポリアミド樹脂
、球状ポリメタクリル酸メチル樹脂、球状ポリウレタン樹脂、球状ポリエチレン樹脂、球
状ポリスチレン樹脂、球状セルロース樹脂、球状ポリ乳酸樹脂等の有機球状粉体；更に、
体質顔料や着色顔料等を通常の方法により球状に造粒したものなどが挙げられる。
　これらの球状粉体のうち、粉っぽさを低減し、なめらかな仕上がり、色ムラに対するカ
バー力を向上させる観点から、球状シリカ、球状シリコーン樹脂、球状ポリアミド樹脂、
球状ポリメタクリル酸メチル樹脂、球状セルロース樹脂、球状ポリ乳酸樹脂が好ましく、
球状シリカ、球状シリコーン樹脂、球状セルロース樹脂、球状ポリ乳酸樹脂がより好まし
く、球状シリコーン樹脂がさらに好ましく、ポリメチルシルセスキオキサンがよりさらに
好ましい。
【００２５】
　成分（Ｄ）は、１種又は２種以上を用いることができ、粉っぽさを低減し、なめらかな
仕上がり、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、含有量は、全組成中に０．０
５～３０質量％であり、０．０８～１５質量％が好ましく、０．４～８質量％がより好ま
しい。
【００２６】
　本発明において、成分（Ｄ）に対する成分（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ｄ）は、粉っぽ
さを低減し、なめらかな仕上がり、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、０．
０３～２０が好ましく、０．０４～１０がより好ましく、０．０６～５がさらに好ましく
、０．５～１．５がよりさらに好ましい。
【００２７】
　本発明において、成分（Ｄ）に対する成分（Ｃ）の質量割合（Ｃ）／（Ｄ）は、粉っぽ
さを低減し、なめらかな仕上がり、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、０．
１～５０が好ましく、０．５～４０がより好ましく、０．１８～２０がさらに好ましく、
１．２～１０がよりさらに好ましい。
【００２８】
　本発明の水中油型乳化化粧料は、さらに、なめらかな仕上がり、色ムラに対するカバー
力を向上させる観点から、（Ｅ）体積平均粒子径１～１００μｍ、アスペクト比８～１２
０の板状粉体を含有することが好ましい。成分（Ｅ）は、成分（Ｃ）を含まない。
　ここで、板状とは、形状が狭義の板状の他、薄片状、鱗状等の形状の粉体も含まれる。
　成分（Ｅ）の板状粉体は、なめらかな仕上がり、色ムラに対するカバー力を向上させる
観点から、体積平均粒子径８～６０μｍであるのが好ましく、１０～３０μｍがより好ま
しく、アスペクト比１０～８０が好ましく、１５～７０がより好ましい。
　体積平均粒子径は、成分（Ｄ）と同様の方法で測定される。
　また、アスペクト比は、体積平均粒子径と粒子の平均厚さとの比により計算されるもの
であり、アスペクト比＝（体積平均粒子径／平均厚さ）で定義される。
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　なお、粒子の平均厚さは、走査型電子顕微鏡や透過型電子顕微鏡により観察して測定し
た１０～５０個の母粒子の厚さを数平均して求められる。
【００２９】
　成分（Ｅ）の板状粉体としては、例えば、板状酸化セリウム、板状硫酸バリウム、タル
ク、マイカ、板状カオリン、セリサイト、白雲母、板状合成雲母、金雲母、紅雲母、黒雲
母、リチア雲母、板状無水ケイ酸、板状ヒドロキシアパタイト、ベントナイト、モンモリ
ロナイト、ヘクトライト、板状セラミックスパウダー、板状アルミナ、板状窒化ホウ素、
板状酸化鉄、酸化チタン被覆雲母、酸化チタン処理マイカ、オキシ塩化ビスマス、酸化チ
タン被覆オキシ塩化ビスマス、酸化チタン被覆タルク、魚鱗箔、酸化チタン被覆着色雲母
、アルミニウム、板状ガラス末等が挙げられる。
【００３０】
　成分（Ｅ）の板状粉体としては、なめらかな仕上がり、色ムラに対するカバー力を向上
させる観点から、タルク、マイカ、板状合成雲母、板状窒化ホウ素、板状ガラス末から選
ばれる１種又は２種以上が好ましく、板状合成雲母、板状ガラス末から選ばれる１種又は
２種以上がより好ましく、合成金雲母、板状ガラス末から選ばれる１種又は２種以上がよ
りさらに好ましい。
　成分（Ｅ）として、タルクとしては、例えば、タルク　ＪＡ－４６Ｒ（体積平均粒子９
μｍ、アスペクト比５０）（浅田製粉社製）等の市販品を用いることができ、合成金雲母
としては、例えば、ＰＤＭ－１０００（体積平均粒子径１２μｍ、アスペクト比２０）、
ＰＤＭ－４０Ｌ（体積平均粒子径４０μｍ、アスペクト比８０）、ＰＤＭ－１０Ｌ（体積
平均粒子径１２μｍ、アスペクト比６０）（以上、トピー工業社製）等の市販品を用いる
ことができ、板状ガラス末としては、シルキーフレークＦＴＤ０１０ＦＹ－Ｆ０１（体積
平均粒子径１０μｍ、アスペクト比２５）、シルキーフレークＦＴＤ０２５ＦＹ－Ｆ０２
（体積平均粒子径２５μｍ、アスペクト比６２．５）（以上、日本板硝子社製）等の市販
品を用いることができる。
【００３１】
　また、成分（Ｅ）の板状粉体は、そのまま用いることができるほか、必要に応じて、成
分（Ｃ）と同様に、疎水化処理したものを用いることもできる。
　なお、成分（Ｅ）を疎水化処理した場合、成分（Ｅ）の含有量、体積平均粒子径、粒子
の厚さは、疎水化処理した剤を含めての含有量、体積平均粒子径、粒子の厚さを意味する
。
【００３２】
　成分（Ｅ）は、１種又は２種以上を用いることができ、なめらかな仕上がり、色ムラに
対するカバー力を向上させる観点から、含有量は、全組成中に０．０１～３０質量％であ
るのが好ましく、０．０２～２０質量％がより好ましく、０．３～１０質量％がさらに好
ましい。
【００３３】
　本発明の水中油型乳化化粧料は、さらに、安定な水中油型乳化化粧料を得る観点から、
（Ｆ）非イオン性界面活性剤を含有することが好ましい。
　非イオン性界面活性剤としては、通常の化粧料に用いられるものであれば制限されず、
例えば、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エス
テル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エ
ステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンプロピレン
グリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマ
シ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンフィトスタ
ノールエーテル、ポリオキシエチレンフィトステロースエーテル、ポリオキシエチレンコ
レスタノールエーテル、ポリオキシエチレンコレステリルエーテル、ポリオキシアルキレ
ン変性オルガノポリシロキサン、ポリオキシアルキレン・アルキル共変性オルガノポリシ
ロキサン、ソルビタン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、アルキルサッカライド、
α－モノアルキルグリセリルエーテル等が挙げられる。
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　これらのうち、安定な水中油型乳化化粧料を得る観点から、ポリオキシエチレンソルビ
タン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン硬化ヒ
マシ油、ソルビタン脂肪酸エステルから選ばれる１種又は２種以上が好ましく、ポリオキ
シエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステルから選ばれる１種又は
２種以上がより好ましい。
【００３４】
　非イオン界面活性剤は、安定な水中油型乳化化粧料を得る観点から、ＨＬＢ６以上２０
以下であるのが好ましく、ＨＬＢ７～１５がより好ましく、ＨＬＢ８～１２がさらに好ま
しく、ＨＬＢ９～１１がよりさらに好ましい。
　ここで、ＨＬＢ（親水性－親油性のバランス〈Hydrophilic-Lipophilic Balance〉）は
、界面活性剤の全分子量に占める親水基部分の分子量を示すものであり、非イオン界面活
性剤については、グリフィン（Griffin）の式により求められるものである。
　２種以上の非イオン界面活性剤から構成される混合界面活性剤のＨＬＢは、各非イオン
界面活性剤のＨＬＢ値をその配合比率に基づいて相加算平均したものである。したがって
、個々の非イオン性界面活性剤のＨＬＢ値が６未満であっても、混合ＨＬＢが前記範囲内
であれば、本発明における、ＨＬＢが６以上２０以下の非イオン性界面活性剤である。
【００３５】
　　混合ＨＬＢ＝Σ（ＨＬＢｘ×Ｗｘ）／ΣＷｘ
　　ＨＬＢｘは、非イオン界面活性剤ＸのＨＬＢ値を示す。
　　Ｗｘは、ＨＬＢｘの値を有する非イオン界面活性剤Ｘの重量（ｇ）を示す。
【００３６】
　成分（Ｆ）は、１種又は２種以上を用いることができ、安定な水中油型乳化化粧料を得
る観点から、含有量は、全組成中に０．０１～１０質量％であるのが好ましく、０．１～
５質量％がより好ましく、０．５～３質量％がさらに好ましく、１～２質量％がよりさら
に好ましい。
【００３７】
　本発明の水中油型乳化化粧料は、さらに、なめらかな仕上がり、色ムラに対するカバー
力を向上させる観点から、（Ｇ）２５℃で液状の揮発性油を含有することが好ましい。
　２５℃で液状とは、２５℃で流動性を有することをいう。また、揮発性とは、３５～１
００℃の引火点を有するものである。
　揮発性油としては、通常の化粧料に用いられるものであればいずれでも良く、シリコー
ン油、炭化水素油、エーテル油等が挙げられる。
【００３８】
　シリコーン油としては、鎖状ジメチルポリシロキサン、環状ジメチルポリシロキサンが
挙げられる。鎖状ジメチルポリシロキサンとしては、直鎖、分岐鎖のいずれでもよく、直
鎖のものとしては、ジメチルポリシロキサン（１．５ｃｓ）、ジメチルポリシロキサン（
２ｃｓ）等が挙げられ、分岐鎖のもとしては、メチルトリメチコン、トリス（トリメチル
シリル）メチルシラン、テトラキス（トリメチルシリル）シラン等が挙げられる。環状ジ
メチルポリシロキサンとしては、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシク
ロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン等が挙げられる。
　炭化水素油としては、イソドデカン、イソトリデカン、イソヘキサデカン、軽質イソパ
ラフィン、軽質流動イソパラフィン等が挙げられ、エーテル油としては、エチルパーフル
オロブチルエーテル等が挙げられる。
【００３９】
　これらのうち、なめらかな仕上がり、色ムラに対するカバー力を向上させる観点から、
シリコーン油、炭化水素油から選ばれる１種又は２種以上が好ましく、ジメチルポリシロ
キサン（２ｃｓ）、デカメチルシクロペンタシロキサン、イソヘキサデカンから選ばれる
１種又は２種以上がより好ましい。
【００４０】
　成分（Ｇ）は、１種又は２種以上を用いることができ、なめらかな仕上がり、色ムラに
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対するカバー力を向上させる観点から、含有量は、全組成中に０．１～４０質量％である
のが好ましく、１～３５質量％がより好ましく、２～３０質量％がさらに好ましく、３～
２５質量％がよりさらに好ましく、４～２０質量％が一層好ましい。
【００４１】
　本発明において、水の含有量は、全組成中に１０～９０質量％であるのが好ましく、２
５～８５質量％がより好ましく、４０～８０質量％がさらに好ましく、４５～７８質量％
がよりさらに好ましい。
【００４２】
　本発明の水中油型乳化化粧料は、前記成分以外に、通常化粧料に用いられる成分、例え
ば、成分（Ｂ）以外の水溶性高分子、成分（Ｇ）以外の油剤、成分（Ｃ）、（Ｄ）及び（
Ｅ）以外の粉体、酸化防止剤、香料、色素、防腐剤、増粘剤、pH調整剤、血行促進剤、冷
感剤、制汗剤、殺菌剤、皮膚賦活剤、保湿剤、清涼剤等を含有することができる。
【００４３】
　本発明の水中油型乳化化粧料は、通常の方法により製造することができる。具体的には
、以下の手順により本発明の水中油型乳化化粧料を得ることができる。すなわち、粉体相
を混合粉砕し、６０℃程度の温度において混合した油相に添加して分散し、２５℃程度ま
で冷却する。その後、混合した水相に前記記載の粉体相含有の油相を添加し、混合するこ
とにより水中油型乳化化粧料を得る。
【００４４】
　本発明の水中油型乳化化粧料は、液状、乳液、ペースト状、クリーム状、ジェル状等の
剤型にすることができる。
　また、本発明の水中油型乳化化粧料は、化粧下地、リキッドファンデーション、クリー
ムファンデーション、コンシーラー、ほお紅、アイシャドウ、マスカラ、アイライナー、
アイブロウ、オーバーコート剤、口紅等のメイクアップ化粧料；日やけ止め乳液、日焼け
止めクリーム等の紫外線防御化粧料；スキンケア乳液、スキンケアクリーム、ＢＢクリー
ム、美容液等のスキンケア化粧料などとして適用することができる。
　なかでも、メイクアップ化粧料が好ましく、化粧下地、リキッドファンデーション、ク
リームファンデーションがより好ましい。
　本発明により得られる水中油型乳化化粧料は、単品のみの使用においても、リキッドフ
ァンデーションやパウダーファンデーション・白粉等の粉体化粧料の重ね付けにおいても
使用することができる。
【実施例】
【００４５】
実施例１～８、比較例１～４
　表１に示す組成の水中油型乳化化粧料（リッキッドファンデーション）を製造し、鱗屑
のある肌において、粉っぽくない仕上がり、色ムラに対するカバー力及びなめらかな仕上
がりを評価した。結果を表１に併せて示す。
【００４６】
（製造方法）
　粉体相成分を混合粉砕し、別途６０℃で混合した油相成分に添加してディスパーで分散
し、２５℃まで冷却した。その後、水相成分をホモミキサーで攪拌し、別途調製した粉体
相含有の油相成分を添加し、ホモミキサーで撹拌することにより、水中油型乳化化粧料を
得た。
【００４７】
（評価方法）
（１）粉っぽくない仕上がり：
　肌に鱗屑があり、肌が荒れている女性パネラー１名が、スポンジを用いて各水中油型乳
化化粧料を肌に０．０１ｇ／３０ｃｍ2 塗布した。女性パネラーの塗布後の肌の粉っぽく
ない仕上がりについて、専門評価者５名が、下記の５段階で目視評価し、結果を５名の合
計点で示した。
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５；粉っぽさが全くない。
４；粉っぽさがほとんどない。
３；粉っぽさがあまりない。
２；粉っぽさがある。
１；粉っぽさがかなりある。
【００４８】
（２）色ムラに対するカバー力：
　肌に鱗屑があり、肌が荒れている女性パネラー１名が、スポンジを用いて各水中油型乳
化化粧料を肌に０．０１ｇ／３０ｃｍ2 塗布した。女性パネラーの塗布後の肌の色ムラに
対するカバー力について、専門評価者５名が、下記の５段階で目視評価し、結果を５名の
合計点で示した。
５；色ムラが全く目立たない。
４；色ムラがほとんど目立たない。
３；色ムラがあまり目立たない。
２；色ムラがやや目立つ。
１；色ムラが非常に目立つ。
【００４９】
（３）鱗屑のある肌でのなめらかな仕上がり：
　肌に鱗屑があり、肌が荒れている女性パネラー１名が、スポンジを用いて各水中油型乳
化化粧料を肌に０．０１ｇ／３０ｃｍ2 塗布した。女性パネラーの塗布後の肌のなめらか
な仕上がり（ファンデーションの塗布状態）について、専門評価者５名が、下記の５段階
で目視評価し、結果を５名の合計点で示した。なお、なめらかな仕上がりとは、水中油型
乳化化粧料を塗布しても、鱗屑部分が目立たずに、肌がなめらかに見えることを示す。
５；塗布後の肌が非常になめらかである。
４；塗布後の肌がなめらかである。
３；塗布後の肌がややなめらかである。
２；塗布後の肌があまりなめらかでない。
１；塗布後の肌が明らかになめらかでない。
【００５０】
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【表１】

【００５１】
処方例１
　表２に示す組成の水中油型乳化化粧料（リッキッドファンデーション）を、実施例と同
様にして製造した。得られた水中油型乳化化粧料は、鱗屑のある肌においても、粉っぽく
ならず、なめらかな仕上がりで、色ムラに対するカバー力に優れたものである。
【００５２】
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